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           武 山 保 育 園 幼 児 の 自 然 体 験 他

林   但

今年の 6 月に相談があり、環境政策・ゼロカーボン推進課に間に入っていただき、情報収集を経て

7 月初めに保育園側と３者で内容の討議他を行った。準備期間（対象の幼児は３歳～６歳とする）を

経て 10 月 22 日（木）夜、まずは先生、市側を含め 17 名の方にミニ体験＆紹介（ノーズ（３問）、ジャ

ンケン落ち葉集め・葉っぱ関係追加事例、カモフラージュ、フィールドビンゴ）。

体験して気づいたこと・感じたこと 4，5 名１グループで、まずは個人記入、その後グーループ討議・

発表と進めていった。その間、アクティビティの解説ややり方他のプリント配布、絵本やサンチャイルド・

ビックサイエンスの幼児用本も間に挟みより理解が進むように配慮。また、ドングリや葉っぱ（色の違い、

形の違い、大きさの違い他）は現物を提示し、身近にも参考になるものがあることを説明。

上記のほかによく使われるアクティビティ紹介（葉っぱの妖精、ミクロハイク他）をした。

以上を聞いた上で、自分たちでやってみたいこと、できそうなことを一人ひとりが考え、その後グルー

プ討議・発表とつなげていった。

まとめ/言いたいことは、幼児期の自然を使った体験の実施にあたり、場づくり＝思い切り遊べる環

境作り・子供を信じることや安全管理、保護者も巻き込んだ体験を行うとよいように感じた。受講されて

いる方々が、大変熱心であり、どのように工夫をされるかが楽しみである。

＜林が使った資料＞ パワーポイント、配布資料の他に下記である。

a)サンチャイルド・ビックサイエンス（㈱チャイルド本社）

b)いきいきわくわく園外保育（㈱フレーベル館）

c)すべてのこどもに自然を！ 乳幼児との自然観察（日本自然保護協会）

d)小学生の授業に生きる ネイチャーゲーム（ネイチャーゲーム研究所）

e)自然あそびで子どもの非認知能力が育つ（東洋館出版社）

担当して感じたことは、先生（保育士さん）が勉強をされている方が多く、シェアリングネイチャーのト

レーナーの養成講座並みに緊張感があったが、期待の持てる方々でやりがいも感じた。
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